
荒川下流域を対象としたタイムライン専門部会
【Ｃブロック】検討会

板橋区

平成29年11月17日

～要配慮者利用施設の避難確保計画作成等を支援～

の進め方について

資料3
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要配慮者利用施設の避難に着目したタイムラインの策定支援

■目的
荒川下流タイムライン（以下、荒下TL）検討会及びブロック会議の検討結果を

踏まえ、「要配慮者利用施設の避難に関する課題」を明確にした上で、板橋区、
地域及び関係機関の連携による、要配慮者利用施設のタイムライン策定を通じて
避難確保計画の作成とその支援を行う。

■経緯・現状

・Cブロックでは、板橋区をモデルとして要配慮者利用施設の避難行動について
具体化することとなった。

・また、平成29年6月に水防法と土砂災害防止法の改正で、要配慮者利用施設に
おける避難確保計画の策定が義務化されている。

・要配慮者利用施設の避難行動について、これまでの検討では現行計画や経験か
ら、「いつ、誰が、何をするか」を大まかに整理しているが、主体間での合意
形成や具体的な避難方法、L2想定への対応、庁内部門間での連携調整について、
議論を深める必要がある。
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Cブロックタイムライン検討会の実施方針

■実施方針

・平成30年出水期までに、「要配慮者利用施設の避難に着目したタイムライン

（試行版）」の策定を図ると同時に拡大施行版の見直しを図る。

・過年度の荒下タイムライン検討会に参加していない区の各部局や施設の方も多

いため、タイムラインへの十分な理解の上で、検討を行う。

・過年度で積み残した防災行動及び検討によって新たに抽出された防災行動につ

いて、関係者で協議し、解決を目指す。

・要配慮者利用施設の避難について現状を把握した上で、区の防災行動を抽出・

再整理する。

・参加機関の「要配慮者施設に係る避難確保計画案」の作成や他の施設も広く活

用できる地域特性を加味した避難確保計画のひな形を作成するなど、要配慮者

利用施設が参加する意義のある検討会とする。

・出水期までと時間が限られているため、効率的な検討会運営を行うこととする。
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要配慮者利用施設の定義3

国土交通省HPより
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主な社会福祉施設とその利用者

デイサービス
自宅で生活をしながら、介護を受けている人に対し、 日中の一時的なケアを提供する場所。
介護スタッフによる送迎サービスのある施設がほとんど。

特別養護老人ホーム
身体や精神に障がいがあるなどし、家庭での介護が難しい人（65歳以上の要介護者）を長期的視野
で介護提供する場所。

グループホーム
認知症対応型共同生活介護事業所。要介護度1以上で、認知症状があるものの、自分の身の回りの
ことは自分で出来るという高齢者が地域社会の中で共同生活を行う場所。
スタッフは、積極的な介護提供を行うというよりは苦手なことや出来ないことを助ける黒子的役割。

有料老人ホーム
主に60歳以上の自立高齢者が生活をする住居。 民間企業が最も多く参入しており、中にはホテル並
みの接遇でサービスを行うホームもある。
入居条件や部屋タイプなどは、施設により大きく異なる。

ショートステイ
短期入所生活介護。自宅で生活をしながら、介護を受けている人に対し、 一時的な宿泊サービス提
供する場所。

サービス付き高齢者向け
住宅

一般賃貸住宅の内、主に60歳以上の自立高齢者の入居を主とする住宅。
一般住宅のため、入居条件等は物件により異なる。
極めて一般的な個宅式のものから、キッチンやリビング、 浴室を共有部にも設けたものなどさまざま。

老人保健施設
入院の必要がなくなった、 マヒやけがの症状が安定した高齢者（65歳以上の要介護者）が自宅復帰
する前に、短～中期的にケアする場所。
※3カ月、6カ月の単位で入所する施設。自宅に戻ることが前提。

小規模多機能施設 自宅で生活をしながら、介護を受けている人に対し、在宅・通所・宿泊を一体化して提供する場所。

訪問介護
自宅で生活をしながら、介護を受けている人のご自宅に訪問し、その家庭のやり方にそった介護提
供を行うサービス。
※サービス提供は、原則ヘルパー1名で行う。

訪問入浴

ご家庭の浴槽で入浴することが困難な方のご自宅に、専用の浴槽を積んだ入浴車で訪問して入浴を
行うサービス。
高齢者に限らず、重度障がい者へのサービス提供もある。
※サービス提供は、原則3名1チーム（看護師、ヘルパー、オペレーター）で行う。
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施設名称 実施日 主な意見

特別養護老人ホーム
およびデイサービス

１０/１７

• 他施設へ避難を行うとなった場合、スペース的に受け入れが可能な施設はあまり
ないのではないか。自施設が受け入れ側になると想定しても難しいと思う。

• 入所者は認知症の方が多いため、避難ということが理解できない人や、環境が変
わるとパニックを起こす人がいる。

• 浸水時は3F以上に避難することが合理的であり、中にいるのが最も安全だと思う
• 調理室が地下1階にあるため、孤立時の食事をどうするか検討が必要。

民間デイサービス １０/１７

• 台風のコースや時間で開所の判断を行い、休止する場合は前日に連絡をする。
• スタッフの権限の問題があり、施設で休所を判断することは難しい。
• 区や都から会社に向けて情報や判断・指示があれば休みにしやすくはなると思う。

障害者支援施設 １０/２７

• 施設側で独自に休所することはない。営業の短縮も区にお伺いを立てて判断して
もらう。

• 台風21号では無かったが、急に休所する場合は昼に利用者が自宅にいると仕事
に行けないといった苦情が出ることがある。他施設ではあったと聞いている。

• 通常の避難所に入れるかは、その場のご理解がもらえるかどうか。医療的なケア
が必要な人もいるので、そうした対応ができる場所でないと難しい。

病院 １０/２７

• 具体的にどんな悲惨なことになるのかイメージが沸かず、伝える側も伝えきれない。

• 区内で位置的に高いところはどこなのかという情報が欲しい。多くの命を助けよう
と思うには、なるべく近くで土地が高く水を避けることが出来る場所はまずどこなの
か教えていただければ助ける。

• 移動することで命に関わる人はいないが、車椅子に乗れない患者をどうするかと
いう問題がある。

• 火災に関しては消防が到着するまでの時間稼ぎにとどめて、火元から患者を遠ざ
けるように指導しているが患者を全員避難させるマンパワーはない。

(参考)要配慮者利用施設に対する予備ヒアリング5
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水害時の対応に着目した要配慮者利用施設の類型化

施設の類型 施設例 施設の形態 施設の営業 避難の形態
避難所の
種類

施設の責任

A
通所サービス休
止型

デイサービス、学
校、幼稚園

通所
（特定利用）

休所、休校
休園

－ － 休所の連絡

B 通所垂直避難型 保育園

継続

垂直避難 －
避難の支援およ
び保育の継続

C 通所水平避難型 保育園 水平避難
一般的な
避難所

避難の支援およ
び保育の継続

D 通所不特定型 外来病院
通所
（不特定利用）

休診 － － －

E
訪問サービス休
止型

訪問介護、訪問
入浴

訪問 休業 －
サービス休止の
連絡

F 入所垂直避難型 特別養護老人ホー
ム、グループホー
ム、有料老人ホー
ム、ショートステイ、
サービス付き高齢
者向け住宅、老人
保健施設、小規模
多機能施設、病院

入所 継続

垂直避難 －
避難支援および
介護

G 入所水平避難型

水平避難

一般的な
避難所

避難支援および
介護

H
入所水平福祉避
難型

福祉避難所、
病院

避難支援および
介護
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・TLの確認
・区の防災対応に関する現状の再確認
・要配慮者利用施設の類型化の検討庁内会議

・板橋区関係部局
TLの理解促進
区の対応の共有
施設の類型化

庁内会議

タイムライン策定フロー

第２回
検討会

第３回～
検討会

・具体的な対応行動や役割の検討
・板橋区タイムライン（素案）の確認

・板橋区関係部局
・関係機関
・施設管理者 等

実施内容 参加機関

・施設のリスクと対応行動の確認

発足式

・TLの認識共有（目的、内容等）
・水害シナリオにおける被害想定の確認
・

第１回
検討会

板橋区タイムライン（試行案）の完成

・TLの認識共有（目的・内容）
・水害シナリオにおける想定被害の確認
・要配慮者の避難支援に関する課題の抽出

・Cブロック参加者

H29

2月21日

11月17日

12月

2月

～出水期

TLの理解促進

施設ごとの対応の整理
類型化に応じた施設の行動

具体的な対応行動・役割分担
の整理
板橋区タイムラインの認識共
有

TLの理解促進
課題の抽出

目指すところ

・類型化に応じた施設の対応行動の検討
区・関係機関の連携による
対応行動の整理

・施設の避難に関する対応方針の検討 ・板橋区関係部局

・板橋区関係部局
・関係機関
・施設管理者 等

・板橋区関係部局
・関係機関
・施設管理者 等

区の対応方針の整理・共有H30

・板橋区関係部局
・関係機関
・施設管理者 等

平成30年度
以降

－代表施設の
調査（板橋区）

・施設の見学・調査10月17日
10月27日

施設の現状把握

準備会済

平成29年度

済

7 ※施設：要配慮者利用施設

※検討する過程において、要配慮者利用施設に係る避難確保計画（案）を作成
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タイムラインの主体について8

荒川下流タイムライン（拡大試行版）

要配慮者利用施設の避難に着目したタイムライン（Cブロック：板橋区）
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要配慮者利用施設における避難確保計画の作成9
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10 参考
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12 参考
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16 参考
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18 参考
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19 参考
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20 参考
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（参考）板橋区の各部の分掌事務

※板橋区地域防災計画より
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（参考）板橋区の各部の分掌事務

※板橋区地域防災計画より

25


